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県立長崎図書館郷土資料センター
郷土資料センターの閲覧室では、約３万冊の長崎県に関する郷土資料
を配架しており、閉架書庫にある約16万冊の資料も閲覧することができ
ます。また年に４回、企画展を行っていますので、ぜひお越しください。

長崎県立長崎図書館では、「放送ライブラリー」が保存・公開しているテレビ
番組の中から、長崎県にゆかりのある番組を無料で視聴することができます。

放送法に基づいて放送番組センターが運営する、日本で唯一の放送番組
専門のアーカイブ施設です。
　図書館や博物館などの利用者に、地域にゆかりのある過去のテレビ番組
を視聴してもらう「放送ライブラリー公開番組ストリーミングサービス」を行って
います。

放送ライブラリーを
見て「長崎」について
もっと学ぼう！！

編集・発行 長崎県立長崎図書館

放送ライブラリーの紹介

・ 島民の、島民による、島民のための…
・ 佐世保激動の記録
・ ドキュメンタリー 香焼 マンモスドックの出来る町
・ 遭難
・ 土曜ワイド  テレビニュータウン  楠高の誕生祝
・ ドキュメンタリー  もう碑は建たない
・ むつごろう達の運動会
・ 国宝への旅  クルスの堂は七色の輝き  長崎・大浦天主堂
・ 日本人にはなれなかった男  倉場富三郎の死
・ 鯨が翔んだ
・ 道ゆきて  ～ある僧侶の一年～ 
・ 五島列島  トラヤ一家９人家族
・ 新テレビ私の履歴書  遠藤周作
・ ヒューマン九州21  時計の記憶 ねじとぜんまいのマイスター
・ 泳げなかったカバの物語 モモと伊藤さんの愛情日記

他　………全３２種類

１ 視聴場所
　ミライon図書館（大村市）
　郷土資料センター（長崎市）

２ 視聴申込方法
　調査・相談カウンターにて、お申し込みください。

３ 視聴時間
　１時間程度（次にお待ちの方がいなければ、延長可）
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郷土資料センターの展示スペースでは、県内各市町の図書館と連携して、市町の郷土資料、
ゆかりの文学の展示を行います。今年度は佐世保市と対馬市に関する展示を行います。該当市
町に関連する講演会も実施します。

JR大村駅から左折、徒歩３分。ミライon図書館の玄関を初めてくぐった人は、一瞬立ち止まった
後一様に驚きの声を上げる。そして、その大きな天井に広がる空間を見上げ図書館との出会いに
心地よい興奮と緊張を高めるようだ。私もその一人である。前面から臨む１階から４階まで見渡
せる階段状の景色は船のデッキを思わせ、天井に敷き詰められた杉材とうまく調和し、日常とは
異なる空間をつくり出す。１階の児童コーナー、３階の一般図書コーナーに開架されている書
籍、雑誌等は約25万冊。そして、その奥に保存されている閉架図書を含めると130万冊以上の書
籍や資料等が長崎県民、大村市民の来館を待ち続けている。まさに県市民の財産とも言うべき膨
大な書籍類である。
本年４月からこの素晴らしい図書館で県立図書館長として勤務させていただいている。毎日

館内を巡る中で、時々いくつかの書棚の前に立つ。その度ごとに新しい発見や自身の知的関心が
高鳴るようなわくわく感を覚え、そして、ここで働く喜びをかみしめている。休日には、御家族を
含め多くの方々が御来館され、それぞれの時間を過ごしていかれる。大人も子供も書棚を巡りな
がら、それぞれの本から聞こえる声に耳を傾け、この一冊に出会っていかれるのだろう。学習室で
真剣に学習に取り組む(?)中高校生や本を開きながら自らの学びを深められる一般の来館者、
また、１階にあるカフェでコーヒーの香りを楽しみランチに舌鼓を打ちながら本を開き憩いの時
間を過ごしておられる方々など、とても素敵な光景にも出会う。これもまた私の楽しみの一つと
なった。
県立図書館は、今年で110周年を迎える。明治45年６月長崎市新橋町に創立後、大正４年長

崎市上西山町に移転されその歴史を諏訪の森に刻み続けてきたが、令和元年10月大村市と共同
で運営する全国２例目となる一体型図書館(ミライｏｎ図書館)として大村の地で新たなスタート
を切った。また、その跡地には、本年３月長崎由来の書籍や本県出身の作家の著作物、県内の行
政資料、地元新聞等の収集、保存、活用を目指す『郷土資料センター』を新たに開館させることが
できた。隣接施設である長崎歴史文化博物館とも連携し、郷土の歴史、文化を保存、発信できる
「長崎の知の拠点」としてその役割を果たしてまいる所存である。７月24日には当センターで鎮
西学院大学学長姜尚中先生に御講演いただき、開館に花を添えていただいたところである。今後
も県立図書館の新たな歴史を刻む施設として共に充実させるべく職員一丸となって精励してま
いりたい。
本館では、これまでも市町立図書館等と連携し、当館が所蔵する書籍、資料等を貸し出すサー

ビス、インターネットで申し込み最寄りの図書館で受け取るサービス、本館(郷土資料センター含
む)で借りた書籍等を市町立図書館で返却できる遠隔地返却サービス等を行ってきた。本年度
は、県内どの地域においても図書館の資料が利用できるサービスをさらに充実させるため、電子
書籍の導入や郷土資料のデジタルアーカイブ化を構築する準備を進めている。今後も県民の誰も
が、どこにいても、自身の学びを深め広げることができる図書館として、その役割、責任を果たして
まいる所存である。これからも県立図書館への変わらぬ御支援、御協力を賜りますようお願い申
し上げたい。

県立長崎図書館郷土資料センター
特別講演（開館記念）を開催しました

姜尚中氏特別講演
県立長崎図書館郷土資料センターの開館を記念し、

令和４年７月24日（日曜日）に、鎮西学院大学学院長・
学長である姜尚中氏を迎えて特別講演を開催しました。

当日は120人（高校生を含む）が来館し、ほぼ満席でした。
演題は「20世紀文学の可能性 ―夏目漱石を読む― 」

で、会場に来られた皆さんは、とても興味深
く聴講していました。
講演していただいた姜尚中氏はもとより、

たくさんの方のご来館、誠にありがとうござ
いました。

郷土資料センター講演予定

第２回講演

講師：中島眞澄氏
（佐世保史談会会長・長崎県地方史研究会）
日時：令和4年11月20日（日）13:30 ～
場所：郷土資料センター　集会・研修室

第３回講演

講師：佐伯弘次氏
（九州大学名誉教授・日本中世史・対馬出身）
日時：令和５年２月４日（土）13:30 ～
場所：郷土資料センター　集会・研修室

開催日が近づきましたら、郷土資料センターHPでご案内いたします。ぜひ、ご参加ください♪

館 長 挨 拶　　　　
　　　　長崎県立長崎図書館長　池田　浩

いけだ　　　　 こう
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ミライon図書館の
雑誌紹介

ミライon図書館では、約360タイトルの雑誌を継
続購入して、毎年1000タイトル以上の寄贈雑誌を受
け入れています。今回は3階雑誌コーナーで閲覧可能
な雑誌をピックアップしてご紹介します。
購入雑誌の一覧については、ミライon図書館HPに
掲載されていますのでご覧ください。

  （トップページ＞資料を探す＞雑誌一覧）

令和元年10月5日に開館したミライｏｎ
図書館が本年5月4日に100万人目の来館
者を迎え、お祝いのセレモニーを実施しま
した。同日、V・ファーレン長崎のマスコット
である「ヴィヴィくん」を池田館長が一日館

長に任命しました。ヴィヴィくんは本の貸出や返却をはじ
め、来館者100万人到達イベントにも参列し、最後は館長
室で大事な書類にハンコを押して仕事を終了しました。

5月21日に、小学生向け講座「いよいよ！なが
さきに新幹線がやってくる」を実施しました。県
職員による新幹線の説明や新幹線乗車VR動画体
験、大村工業高校の生徒さんが製作した「ミニ
かもめ」乗車体験が実施され、おむらんちゃんや
がんばくん、らんばちゃんも加わり、たくさんの
笑顔が見られました。
関連して、西九州新幹線に関するパネルや駅

舎模型、新幹線や鉄道関連書籍も展示しました。

6月19日に開催しました。首席領事
の説明後、本県出身の芥川賞作家・
村上龍氏も翻訳した作品の映画を鑑
賞しました。上映後は、映画の感想や
首席領事に対する質問などをして楽し
い時間をすごしました。

（2022年8月号）

芸術

（第152０号）

（2022年8月号）

法律
行政

ビジ
ネス

（2022年7月15日号）

（2022年8月号）

医療
健康

自然
科学

予告  10月実施

来館者
100万人
到達！

西九州
新幹線
開業

イベント

在福岡米国
領事館
×

ミライｏｎ図書館
フィルム

スクリーニング

「外交」
（外務省/隔月刊）

日本を取り巻く国際情勢の
現状等、幅広く紹介した国内
唯一の外交専門誌。

「ダイヤモンド・
　　チェーンストア」

（ダイヤモンド・リテイルメディア/月2回刊）

スーパー、コンビニ等の食品
中心の小売業界誌。

「 国 華 」
（朝日新聞出版社/月刊）

1889年（明治22年）創刊の
世界で最も歴史の長い日本
・東洋古美術研究誌。

「現代農業」
（農文協/月刊）

農業技術から暮らしの
中の自給の知恵まで満
載の実用誌。

（照林社/月刊）

全科の看護師・看護学
生がケア・実践に使え
る看護専門学習誌。

その他、週刊誌や
ファッション誌、外国
雑誌等、多数所蔵
しています。また、
こどもしつにはこ
ども向けの児童雑
誌や子育てに関す
る雑誌を置いてい

ますので、どうぞご利用
ください。

こ
ち
ら
も
所
蔵
有
！

「
猫
び
よ
り
」

（
辰
巳
出
版/

月
刊
）

・「省エネルギー」
  （省エネルギーセンター/月刊）
・「地震」（日本地震学会/季刊）
・「ナショナルジオグラフィック日本版」
  （日経ナショナルジオグラフィック社/月刊）

・「ガバナンス」 （ぎょうせい/月刊）
・「月刊公民館」（全国公民館連合会/月刊）
・「判例時報」（判例時報社/月3回刊）
・「法学セミナー」（日本評論社/月刊）

・「財界九州」（財界九州社/月刊）
・「月刊コンビニ」（アイ・アール・シー/月刊）
・「ファッション販売」（商業界/月刊）

その他の
法律行政
関係雑誌

その他の自然科学関係雑誌

その他の
ビジネス
関係雑誌 その他の医療・健康関係雑誌

その他の
芸　術
関係雑誌

・「別冊太陽」（平凡社/不定期刊）
・「ダンスマガジン」（新書館/月刊）
・「美術手帖」（美術出版社/季刊）
・「日経デザイン」（日経BP社/月刊）

・「訪問看護と介護」（医学書院/隔月刊）
・「NHKきょうの健康」（NHK出版/月刊）
・「こころの科学」（日本評論社/隔月刊）

◆ 生涯現役応援セミナー ◆
第１回 「地域デビュー：私の居場所探し」
・日 時  10月14日（金）  14：00～15：30
・場 所  ミライon図書館  多目的ホール
・講 師  井手達夫氏（ながさきダンカーズ倶楽部会長）
・対 象  55歳以上の方
・定 員  40名（事前申込必要・先着順）

第２回 「介護予防“社活”にチャレンジ」
・日 時  10月22日（土）  14：00～15：30
・場 所  ミライon図書館  多目的ホール
・講 師  松坂誠應氏（長崎大学名誉教授）
・対 象  55歳以上の方
・定 員  50名（事前申込必要・先着順）

◆ まちの保健室 ◆
偶数月の第３土曜午前

◆ 長崎県人材活躍支援センター ◆
フレッシュワーク大村  就職支援・個別相談会
・開催曜日  毎週水曜日 
　　　　　  （祝日、ミライоｎ休館日を除く）
・内　　容  就職支援・個別相談会

◆ 長崎県よろず支援拠点 出張相談会 ◆
毎月１回金曜日
・内　　容  経営相談会
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ミライon図書館の
雑誌紹介

ミライon図書館では、約360タイトルの雑誌を継
続購入して、毎年1000タイトル以上の寄贈雑誌を受
け入れています。今回は3階雑誌コーナーで閲覧可能
な雑誌をピックアップしてご紹介します。
購入雑誌の一覧については、ミライon図書館HPに
掲載されていますのでご覧ください。

  （トップページ＞資料を探す＞雑誌一覧）

令和元年10月5日に開館したミライｏｎ
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こ
ち
ら
も
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有
！
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猫
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よ
り
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（
辰
巳
出
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）
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県立長崎図書館郷土資料センター
郷土資料センターの閲覧室では、約３万冊の長崎県に関する郷土資料
を配架しており、閉架書庫にある約16万冊の資料も閲覧することができ
ます。また年に４回、企画展を行っていますので、ぜひお越しください。

長崎県立長崎図書館では、「放送ライブラリー」が保存・公開しているテレビ
番組の中から、長崎県にゆかりのある番組を無料で視聴することができます。

放送法に基づいて放送番組センターが運営する、日本で唯一の放送番組
専門のアーカイブ施設です。
　図書館や博物館などの利用者に、地域にゆかりのある過去のテレビ番組
を視聴してもらう「放送ライブラリー公開番組ストリーミングサービス」を行って
います。

放送ライブラリーを
見て「長崎」について
もっと学ぼう！！

編集・発行 長崎県立長崎図書館

放送ライブラリーの紹介

・ 島民の、島民による、島民のための…
・ 佐世保激動の記録
・ ドキュメンタリー 香焼 マンモスドックの出来る町
・ 遭難
・ 土曜ワイド  テレビニュータウン  楠高の誕生祝
・ ドキュメンタリー  もう碑は建たない
・ むつごろう達の運動会
・ 国宝への旅  クルスの堂は七色の輝き  長崎・大浦天主堂
・ 日本人にはなれなかった男  倉場富三郎の死
・ 鯨が翔んだ
・ 道ゆきて  ～ある僧侶の一年～ 
・ 五島列島  トラヤ一家９人家族
・ 新テレビ私の履歴書  遠藤周作
・ ヒューマン九州21  時計の記憶 ねじとぜんまいのマイスター
・ 泳げなかったカバの物語 モモと伊藤さんの愛情日記

他　………全３２種類

１ 視聴場所
　ミライon図書館（大村市）
　郷土資料センター（長崎市）

２ 視聴申込方法
　調査・相談カウンターにて、お申し込みください。

３ 視聴時間
　１時間程度（次にお待ちの方がいなければ、延長可）

利
用
方
法

≪番組内容≫

「放送
 ライブラリー」
    とは

長崎県大村市東本町４８１番地　　ISSN 1344-5235
長崎県長崎市立山１丁目１番51号
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